
齋藤さん：私たちは12月から2月と7月から9月の6カ月以外、月に1回のペースで朝8時半から9時までの30分間活動しているのですが、夏場
はこの時間帯でも30℃を超える日もあるので、参加者には途中で水を配り、水分補給をしてもらうなどして、熱中症予防に気をつけています。
また、除草作業は腰をかがめた体勢になるので、身体への負担を考慮して草刈り機を導入しました。健康的に、そして効率的に活動しています。
　それから、工夫というほどのことではないのですが、その時々で参加人数も変わりますので、人数が多いときには、いつもまわり切れない工場
の出荷口のところまで範囲を広げたり、雑草が多くなる時期は、私が雑草が生い茂る場所を指定して、そこに行ってもらうようにして、必ず除草
できるようにしています。
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まち美化活動を続けていたら、一緒にやってくれる人たちも出てきました。
宮城野区にあるみやぎ生活協同組合生産部は、肉や魚を加工したり、お総菜をパック詰めするなどして、各店舗に
送り出す業務を担っています。ここでは平成13年の9月に「まち美化サポート・プログラム」に参加して以来、事業
所周辺のごみ拾いや除草活動を続けてきました。その内容について、齋藤さんにお話を伺いました。

聞き手 ：清掃活動を始めたきっかけは、どんなことだったのですか。

齋藤さん：平成9年12月に、環境ISOとも言われるISO14001の資格認定工場になったことがきっかけで
す。環境に配慮することで、地域に貢献する企業になることを目標に掲げて、さまざまな活動を行ってい
たのですが、平成13年に「仙台まち美化サポート・プログラム」に参加してみようということになりました。
仙台市から認定していただきまして、そのときから「まち美化サポーター」として事業所周辺のごみを拾っ
たり、雑草を取ったりする活動を行っています。

聞き手 ：活動をしていて感じる「大変なこと」や、「工夫していること」などがあったら教えてください。

健康的に、効率的に活動しています。
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無理をしないことが長く続ける秘訣。
聞き手 ：「活動して良かった」と思うのは、どんなときですか。

齋藤さん：ごみも雑草もなくなった美しい通りを見ると達成感がありますし、この活動を続
けることで職員全体のごみに対する意識が向上して、工場内もきれいになったことを考え
ると、活動して良かったと感じます。あとは通りすがりの方に「ご苦労さま」とねぎらいの言
葉をかけていただいたときは、やはりうれしいです。また、このあたりは事業所が多いので
すが、私たちがごみを拾っていると、それに触発されるようにごみ拾いや雑草取りを手伝っ
てくださる方々もいらっしゃるんですよ。私たちの地道な活動が、「ポイ捨てをやめよう」と
か、「ごみを拾おう」といった行動につながっているとしたら、それはとてもうれしいです。

聞き手 ：17年の長きにわたってまち美化活動を続けてきたことで、何か気づいたことなどはありますか。

齋藤さん：私自身は6年前から参加しているのですが、ポイ捨てされているごみの量自体、少し減ってきているのではないかなと思います。特に、
タバコの吸いがらは少なくなっているようです。



【みやぎ生活協同組合生産部のごみ拾いスタイル】
グリーンのビブスが「まち美化サポーター」のユニフォームです。

生産部にあるミート加工センターやフィッシュ加工センターなど、各センター長やグループのチーフなど10人から15人が参加して、事業所の周辺を
30分かけて清掃活動と除草活動を行っています。背中に大きく「COOP」の文字が白抜きされたビブスを身につけ、軍手や火ばさみ、ビニール袋を
もっていざ出発。除草担当の人は専用の器具やシャベル、自慢の草刈り機をもちます。終了後は集めたごみを入れた袋の数や重さを計測、記録して
います。

聞き手 ：このようなまち美化活動を始めたいと思っている方に、メッセージをお願いします。

齋藤さん：まち美化は、やる気さえあれば今日からでも始められる環境活動です。ごみを拾う人が一人でも増えれば、ポイ捨てする人もきっと減る
はずです。その意味でも、一緒にがんばってくださる方が増えるとうれしいです。私たちも仕事とのバランスを取りながら、これからも長く続けて
いきたいと思っています。

まち美化活動のためにつくられたグリーンのビブス。

以前は「仙台まち美化一斉行動ニュース」として、活動
内容を事業所内に掲示していました。

清掃や除草の道具類は、所定のロッカーにきちんと整理して収められて
います。

聞き手 ：長く続ける秘訣やコツのようなものがあったら、教えてください。

齋藤さん：できるときに・できる人が・できることをやるということで、「無理をしない」のが秘訣といえば秘訣でしょうか。私たちも参加人数が少な
いときは清掃の範囲をせばめたり、雑草が増える時期は除草活動の方に力を入れたりと、その時々で活動内容を変えています。


